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   (カ）不慮の事故 
不慮の事故による死亡数は1,514人で、前年に比べ22人減少した。 
年齢階級別にみると、80～89歳が466人で最も多く、次いで70～79歳が351人と続

いている。 
死亡率は、人口10万人に対し21.2で前年より0.4ポイント下回った。 
不慮の事故のうち交通事故による死亡数は297人で、前年に比べ23人減少し、死亡

率は、人口10万人に対し4.2で前年に比べ0.3ポイント下回った。 
全国は、不慮の事故32.6、交通事故5.1である。 

 
表－１３ 不慮の事故、交通事故による死亡数及び割合（年齢階級別） 
 
 
 

 

 

 

 

表－１４ 不慮の事故、交通事故による死亡数の年次推移 
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  （キ）自 殺 
自殺による死亡数は1,528人(男性1,042人、女性486人)で、前年より58人減少した。

死亡率は、人口10万人に対し21.4で、前年の22.3を0.9ポイント下回った。 
年齢階級別にみると、70歳以上が304人 (19.9%)で最も多く、次いで40～49歳が 

 284人で (18.6%)となっている。 
   
  
表－１５ 自殺による死亡数及び死亡率の年次推移 
 
 
 
 
 
 
表－１６ 自殺による死亡数及び割合の年次推移（年齢階級別） 
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 （ク）妊産婦死亡 
妊産婦死亡は、2人であった。妊産婦死亡率は、出産10万人(胎)に対し3.4であった。 

  
 表－１７ 妊産婦死亡数及び死亡率の年次推移 
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  ウ 市町村別にみた死亡 
市町村別にみると、低率順では和光市(5.3)、戸田市(5.8)、吉川市(6.0)の順である。 
また、高率順では、東秩父村(18.3)、長瀞町(17.3)、横瀬町(15.1)の順である。 

 
表－１８ 市町村別にみた死亡率（低率順） 
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